








研究目的 

昨年までの検討でヒスチジン血症においては、全体の DQ は正常であるが、探索・操作、言

語面での低下がみられ、特に探索・操作面での問題がうかがわれた。また社会性の面での

発達も遅れる傾向がみられた。行動評価では意欲・対人関係・社会面での問題行動が多く

見られ、一部に自閉行動面の問題も示唆された。これらの点については代謝異常によるも

のか、環境によるものかなどの検討とともに用いた評価尺度が津守・稲毛式発達検査表と

いう親評価によるものであり、その妥当性についても検討の必要がある。そこで今年度は

これらの対象児に増補新 K式検査を実施した場合の結果との対応を試みることにした。 


